
 

 

 

「ともに世界に意味を創り出す教育をデザインする」 

  ―ひらき、紡がれる実践の可能性を「痕跡」から探るー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年度 
奈良女子大学附属幼稚園に身を置く一人ひとりが「ともに」という 

地平に立とうとすることで、日々どのような実践が営まれてきたのか。 

その具体像と、それぞれにとってどのような意味が生成されたのかを 

言語化することを続けてきました。その一つの方法として「ひらく」こ

とを実質化してきました。方法の一つであった「ひらく」という行為に

よって計画された保育実践だけではなく、多様な人々や環境との相互

作用によって「予期せぬ実践」が生成され始めました。 

そのことによって「ひらく」という行為の意味が拡張されていることを

実感し始めたのです。 

何が「ひらかれて」いるのか？ 

実践から問いが立ち上がりました。 

 

今年度は 

「痕跡」から実践の意味を再解釈していくことによって、何がひらかれ

てきたのかを紐解いてきました。 

実践の現場で「ひらく」ことの意味が立ち現れていったことによって 

いかに実践から「知」が生成されていくのかが描き出されました。 

 

 

 

 

 

研究概要 

 



 

 

 

 

1- 保育実践における子どもの語りや保育記録を

「痕跡」とした報告 

 

実践研究報告 

2- 保護者が立ち上げた教養講座の実践を 

「痕跡」とした報告 

3- 研究会におけるシンポジウム企画実践を 

「痕跡」とした報告 


